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徳島県後発医薬品適正使用協議会設置要綱

（目的）

第１条 医療関係者及び県民への後発医薬品に関する理解の向上と適正使用についての

普及促進を図るため、徳島県後発医薬品適正使用協議会（以下「協議会」という。）

を設置する。

（所掌事務）

第２条 協議会は、次の事項について協議する。

（１）後発医薬品の正しい知識の普及に関すること

（２）後発医薬品に係る情報交換に関すること

（３）その他後発医薬品の適正使用に関し必要なこと

（組織）

第３条 協議会の委員は、１５名以内で、別表に掲げる関係団体の者とする。

２ 協議会に会長、副会長を置く。

３ 会長及び副会長は、委員の互選により選出する。

（会長及び副会長の職務）

第４条 会長は、会務を総理する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。

（会議）

第５条 会長は、必要に応じて会議を招集し、その会議の議長となる。

２ 会長は、必要があると認めたときは、会議に関係者の出席を求め、その意見を聴くこ

とができる。

（任期）

第６条 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合における補

欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（事務局）

第７条 協議会の事務局は、徳島県保健福祉部薬務課に置く。

（その他）

第８条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定

める。

附 則

１ この要綱は、平成２１年５月２７日から施行する。

２ 第５条の規定にかかわらず、最初の会議は徳島県保健福祉部長が招集する。

附 則

この要綱は、平成２３年６月６日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は，平成２５年４月１日から施行する。

資料１
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資料１

別 表

徳島県後発医薬品適正使用協議会名簿

区 分 所 属 団 体 等

医療関係者 一般社団法人徳島県医師会

一般社団法人徳島県歯科医師会

薬事関係者 一般社団法人徳島県薬剤師会

徳島県病院薬剤師会

徳島県製薬協会

徳島県医薬品卸業協会

学識経験者 徳島文理大学薬学部

徳島大学薬学部

消費者代表 特定非営利活動法人徳島県消費者協会

徳島市（国民健康保険）

保険者代表

全国健康保険協会
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徳島県後発医薬品
適正使用協議会

徳島県保健福祉部薬務課

資料２

・令和３年度の後発医薬品使用推進
の取組と現状

徳島県保健福祉部薬務課
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国の状況
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本県の「後発医薬品の使用促進」の
現状について

○後発医薬品割合(数量ﾍﾞｰｽ)（令和３年３月時点)

出典：「最近の調剤医療費（電算処理分）の動向」

徳島県 ７８．４％ （74.3%）
全国平均 ８２．１％ （80.4%）

（ ）内は令和2年3月時点の値

▼後発医薬品割合の算定方法

○新指標（平成２５年度から後発医薬品の数量シェア）

＝ [後発医薬品の数量]

[後発医薬品のある先発医薬品の数量]＋[後発医薬品の数量]

令和３年度事業

１ 徳島県後発医薬品適正使用協議会の開催

令和4年２月21日

２ 後発医薬品使用促進強化事業

●県保有レセプトデータ分析情報提供事業

●「説明パネル」を利用した情報提供事業

●後発医薬品採用リスト作成事業

●「徳島あいバッグ」を利用した普及啓発事業

●県民への普及啓発事業

●一般向けセミナー・講習会の実施

●e-モニターアンケートによる消費者意識調査

●保険者と連携した使用推進事業
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県保有レセプトデータ分析情報提供事業

（１）情報提供の医療データ

・対象 国保・後期高齢医療利用者の医薬品情報

・対象期間 令和２年4月から令和3年３月までの１年間

（２）情報提供の内容

令和2年度の県の全医薬品 使用状況

・市町村別

・病院、診療所、薬局別

・薬効別（大分類）等

・加工可能なピポットテーブルで作成し、項目を選択して

データシートに加工する。

全医薬品使用状況リスト

県保有レセプトデータ分析情報提供事業
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全医薬品使用状況リスト
（例：内服：アレルギー用薬の医療圏別先発/後発区分の使用状況）

県保有レセプトデータ分析情報提供事業

（例：内服：アレルギー用薬の中分類 先発/後発区分の使用状況）

県保有レセプトデータ分析情報提供事業
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全医薬品使用状況リスト
（例：内服：医療圏別、血圧降下薬の成分ごとの銘柄別使用割合状況）

県保有レセプトデータ分析情報提供事業

県保有レセプトデータ分析情報提供事業

全医薬品使用状況リスト
（例：内服：医療圏別、糖尿病用薬の中分類ごとの先発/後発品使用状況）
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「ジェネリック医薬品説明パネル」事業

薬局において，ジェネリック医薬品説明パネルを

使用して説明を行い、切替えを促進する。

（１）実施方法

・ 薬局で患者のジェネリック医薬品に関する疑問等に

説明用パネルを使用して丁寧に説明することにより，

ジェネリック医薬品について理解を深めてもらい，

切替えを促進。

（２）実施時期等

・ パネル説明実施期間：1２月下旬から通年

各薬局にパネルを２冊配布

「ジェネリック医薬品説明パネル」事業
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「徳島あいバッグ」に関する普及啓発事業
薬局において，「藍色バッグ（あいバッグ）」による

薬の整理等について説明し，ジェネリック医薬品への切替えを促す。

（１）実施方法

① バッグ配布：医薬品の使用に課題がある患者さんへ配布

② 次回来局時に医薬品を持参してもらい，確認し，整理する

医薬品や項目を患者さんと調整する。

③ 整理により削減したり，ジェネリック医薬品へ変更となった医薬品に

ついて「確認シート」を作成し，患者さんに説明する。

④ 事業期間終了後に県へ報告して集計し、事業効果を評価する。

（２）実施期間等

・配布薬局 ジェネリック医薬品推奨認証薬局 計９４薬局

・バッグ配布期間 1２月中旬から1月まで（予定）

・次回来局時の相談期間 バッグ配布後から２月中旬まで

・取りまとめ・報告期限 令和4年３月18日

県民への普及啓発事業

テレビ及びラジオＣＭによるジェネリック医薬品使用
促進の周知に関する啓発広告

テレビ
１５秒ＣＭ，令和３年１１月から令和４年１月

までの平日 朝、夕の番組中各１日１回 計１２０回

ラジオ
３０秒ＣＭ，令和３年１２月から令和４年１月

までの間，午前７時から午後１０時までの番組内で，
時間をずらして実施。合計７０本，
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県民への普及啓発事業

パンフレット等による啓発

・卓上カレンダー （薬局等）
・ウェットティッシュ （タクシー協会等）
・JR徳島駅折りたたみ時刻表
・徳島病院ガイドへの掲載
・リーフレット
・ジェネリック希望シール

保険者と連携した使用推進事業

市町村等広報媒体での啓発

・市町村等広報誌 掲載

４市及び１保険組合で実施

・市町村ケーブルテレビ

２市で実施

・市町村アナウンス広告

２市で実施

・ちらし配布

4市町及び１保険組合で実施
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本県の「後発医薬品の使用の現状」とこれまでの
取組について

○後発医薬品割合(数量ﾍﾞｰｽ)（令和３年９月時点)

出典：「最近の調剤医療費（電算処理分）の動向」

徳島県 ７７．９％（４７位）
全国平均 ８１．６％

▼後発医薬品割合の算定方法

○新指標（平成２５年度から （後発医薬品の数量シェア）

＝ [後発医薬品の数量]

[後発医薬品のある先発医薬品の数量]＋[後発医薬品の数量]

後発医薬品割合の推移（数量ベース、新指標）

R2.4

月
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

R3.1

月
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

徳島県 75.1 75.4 75.6 75.6 76.3 76.6 77 77.5 77.8 78 78.5 78.4 78.7 78.7 78.8 78.1 78.3 77.9

全国平均 80.7 80.7 80.8 80.4 80.9 81.3 81.3 81.7 81.9 82 82.1 82.1 82.4 82.4 82.4 81.7 81.7 81.6

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

15



後発医薬品割合の推移（数量ベース、新指標）

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

徳島県 78.4 78.7 78.7 78.8 78.1 78.3 77.9

全国 82.1 82.4 82.4 82.4 81.7 81.7 81.6

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

（％）

軸ラベル

後発医薬品割合（数量ベース、新指標）

徳島県 全国

・令和４年度の使用促進計画に
ついて

資料３
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令和４年度事業

１ 徳島県後発医薬品適正使用協議会の開催

２ 後発医薬品使用促進強化事業

●後発医薬品使用課題の分析・切替促進

●医療関係者へ向けた後発医薬品への切替ノウハウセミナー開催

●県民への普及啓発事業

・「健康保険証ケース」を利用した普及啓発

・一般向けセミナー・講習会の実施

・子育て世代をターゲットとした啓発の実施

・e-モニターアンケートによる消費者意識調査 等

●保険者と連携した医療機関・薬局等への使用推進

後発医薬品使用課題の分析・切替促進

○後発医薬品の使用割合が一定の水準まで高まったことから、

80%の目標達成に向けてより効率的・効果的な切替につなげるた
め、本県において特に使用割合の低い薬効群の後発医薬品につい
て、使用割合が高い都道府県と比較し、使用促進のための課題を

医療機関の状況や患者の年代、医療圏等の観点から分析を行い、

対策を検討し、情報を提供する。

（NDBデータ、県保有全医薬品使用状況データ（R2)）
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後発医薬品適正使用のための切替ノウハウ
セミナー開催

○医療関係者を対象に、後発医薬品の使用割合を高めた好事例を

切替を進める「ノウハウ」として紹介するセミナーを開催する。

（先進事例、好事例を後発医薬品の使用割合の高い他自治体、

診療機関、薬局等から収集）

県民への普及啓発事業

○ 子育て世代は他の世代と比べて先発品を使用した場合でも医療
費支援により負担感を感じにくくなっていること、後発医薬品の使
用割合が低いことから、子育て世代をターゲットにweb広告等を活
用した情報提供を行い、医療費負担制度を含め後発医薬品の適正使
用に関する啓発を実施する。

○ 後発医薬品へのスムーズな切替を促進するため、県民に対して
テレビCMや公開講座の開催のほか、今回新たに薬局アンケートで

有用とされた後発医薬品への切替を促す記載をした「健康保険証カ
バー」を配布し、啓発を行う。
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